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男性 女性 男性 女性 男性 女性 男性 女性 男性 女性 男性 女性
1.1 1.5 5.1 9.4 6.4 10.1 10.1 10.5 21.2 9.6 11.6 3.2

1.4 1.5 5.9 10.1 4.6 10.4 10.0 10.9 22.2 10.5 9.7 2.9

1.1 1.7 5.1 10.0 5.8 9.9 11.1 10.6 23.2 9.0 10.2 2.4

1.0 1.3 4.7 8.9 6.5 10.4 10.4 11.0 20.8 9.3 12.3 3.3

1.4 1.9 6.3 8.4 7.3 9.9 11.4 10.2 21.3 8.6 10.0 3.3

1.3 1.9 6.0 10.3 6.9 10.1 9.9 9.2 22.3 9.1 10.5 2.5

1.0 1.5 5.0 9.3 6.3 9.1 9.5 10.3 20.7 10.7 12.8 3.8

1.2 1.7 4.8 9.0 6.3 10.5 9.2 10.7 21.9 10.2 11.5 3.2

1.5 2.0 4.3 9.5 6.9 9.7 11.1 10.5 21.3 9.3 10.9 3.0

1.3 1.7 5.1 10.8 6.3 11.0 9.2 10.6 21.1 9.7 10.5 2.8

32.7 12.6

2.6 14.5 16.5 20.6

2.9 16.0 15.0 20.9

2.8 15.1 15.7 21.7

2.3 13.6 16.9 21.4

17.2 21.6

32.2 12.6

30.1 15.6

29.9 13.3

3.2 16.3 17.0 19.1 31.4 13.0

3.3 14.7

2.5 14.3 15.4 19.8

2.9 13.8 16.8 19.9

16.6 21.6

31.4 16.6

32.1 14.7

30.6 13.9

3.0 15.9 17.3 19.8 30.8 13.3

3.5 13.8

全 国 計

60歳以上50～59歳40～49歳30～39歳

30.8 14.8

九 州

四 国

中 国

近 畿

中 部

北 陸

関 東

東 北

北 海 道

サンプル数

58293

2594

20～29歳20歳未満

3311

23254

2022

6621

11228

3103

1529

4631

 

ⅠⅠⅠ．．．調調調査査査概概概要要要   

１．テーマ 

各種商品・サービスの購入経験・今後の購入意向、ライフスタイルに対する意識、趣味・興味について調

査しました。 

（14種の商品・サービスの購入経験・購入意向、26項目のライフスタイルに対する意識、現在の趣味・

興味、興味が強くなったこと、興味が薄れたこと、今後始めたいこと） 

 
２．調査対象地域と対象者 

調査対象地域は日本全国、調査対象者は日本全国のフルーツメール会員のうち、ブロック別・性別・年代

別の調査対象者数を2008年住民基本台帳人口比に応じて設定し、調査を実施しました。 

 
３．調査方法 

インターネットリサーチ（アイブリッジ株式会社が提供するリサーチプラス）により実施しました。 

 
４．調査実施時期 

平成21年1月23日～平成21年2月18日の間で実施しました。 

 
５．回収数 

日本全国で５８，２９３名の回答を回収しました。 

ブロック別、性・年代別の回収率は下表のとおりです。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
６．集計・分析上の注意事項 

サンプル数は「Ｎ」で標記しています。 

集計値は、原則として回答数の合計を100とした場合の構成比で、小数点第２位以下を四捨五入した値で

示しています。このため、内訳の合計が100.0％にならない場合があります。なお、複数回答（2つ以上の選

択肢を回答）は原則として100％を超えます。 
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全体
(N=58293)

女性
44.4%

男性
55.6%

全体

(N=58293)

45～49歳

11.0%

20歳未満

2.7%
20～24歳

5.0%

25～29歳

9.4%

30～34歳

7.5%

35～39歳

9.1%

40～44歳

9.6%

50～54歳

18.9%

55～59歳

12.0%

60～64歳

7.1%

65～69歳

4.5%

70～74歳

2.3%

75～79歳

0.7%

80歳以上

0.2%

全体
(N=58293)

無職
10.1%

専業主婦
15.7%

パート・アルバイト
11.6%

自営業・自由業
（家族従事）
4.6%

自営業・自由業
6.4%

派遣社員
3.3%

会社経営・役員
2.7%

正社員、
正規職員
38.8%

学生
5.0%

その他
1.7% 全体

(N=58293)

借家一戸建て

2.8%

借家長屋建て

1.5%

持ち家長屋建て

0.6%

分譲マンション

10.8%

持ち家一戸建て

55.2%

上記以外

24.2%

賃貸マンション

4.9%

全体

(N=58293)
2000万円以上

1.5%1500~2000万円

未満

2.2%1200~1500万円

未満

5.1%

1000~1200万円

未満

6.4%

900~1000万円未満

6.8%

800~900万円未満

6.7%

700~800万円未満

8.2%

500~600万円未満

10.3%

400~500万円未満

15.0%

300~400万円未満

10.0%

200~300万円未満

10.8%

100~200万円未満

2.8%

100万円未満

3.5%

600~700万円未満

10.7%

全体

(N=49598)

2000万円以上

11.9%

1500~2000万円

未満

3.9%
1200~1500万円

未満

3.4%

1000~1200万円

未満

5.5%

900~1000万円未満

4.0%

800~900万円未満

1.9%

700~800万円未満

2.4%

500~600万円未満

5.2%

400~500万円未満

8.8%

300~400万円未満

5.6%

200~300万円未満

13.0%

100~200万円未満

8.8%

100万円未満

22.3%

600~700万円未満

3.4%

 
７．回答者の属性 

回答者の属性（調査項目の一部）は以下のとおりです。 

性別                       年齢 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

職業                       住居形態 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

世帯総年収                    貯蓄合計額 
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6.8

7.4

6.6

13.2

8.3

13.1

10.2

5.9

5.8

24.5

6.8

9.4

7.9

9.2

6.4

8.3

6.3

33.6

10.3

3.3

5.4

11.0

3.3

3.6

4.3

4.0

3.4

4.8

14.1

10.4

4.9

11.0

7.3

12.5

23.9

25.2

38.0

10.9

10.0

15.5

13.2

18.3

68.8

31.6

83.0

74.8

86.1

70.8

53.8

58.6

39.5

80.1

79.1

73.1

76.6

65.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

自家用車

冷蔵庫

洗濯機

エアコン

オーブンレンジ

液晶・プラズマテレビ

ＤＶＤレコーダー

パソコン

ビデオ・デジタルカメラ

オーディオ機器

家具・インテリア

アウトドア・スポーツ用品

国内旅行（1泊以上）

海外旅行（1泊以上）

１年以内に買った 年内に買う予定 ２～３年先に買う 当面は買わない

N=58293

 

ⅡⅡⅡ．．．調調調査査査結結結果果果（（（概概概要要要）））   

１．耐久消費財・サービスの購入経験・購入意向 

白物家電を中心に比較的高額な耐久消費財やサービスの購入経験や今後の購入意向についてたずねたと

ころ、耐久消費財では2011年7月24日にアナログテレビ放送が終了し、地上デジタル放送に変わることを

受けてか、『液晶・プラズマテレビ』を「１年以内に買った」人は13.2％でトップ、「年内に買う予定」もし

くは「２～３年先に買う」人が47.4％と、購入済み・購入予定の割合は60.6％を占めています。 

次に購入済み・購入予定の割合が多い品目は『パソコン』で46.2％、液晶・プラズマテレビとセット購入

の可能性が高い『ＤＶＤレコーダー（ブルーレイディスクレコーダーを含む）』が41.4％となっています。 

サービスの中では、『国内旅行（１泊以上）』を「１年以内に買った（行った）」が24.5％、「年内に買う（行

く）予定」が33.6％と、いずれも商品・サービスの中ではトップとなっており、「２～３年先に買う（行く）」

を含めた購入済み・購入予定の割合も商品・サービスの中でもっとも多くなっています。これは2009年3

月28日から2年間限定で、「高速道路1000円乗り放題（ETC搭載車のみで一部の道路を除く）」となること

を見込んだものとも考えられます。 

『海外旅行（１泊以上）』の購入済み・購入予定の割合は、『国内旅行（１泊以上）』の半分以下（31.2％）

にとどまっていますが、『家具・インテリア』や『アウトドア・スポーツ用品』と比べると購入済み・購入予

定の割合は高く、景気低迷時とはいえ、調査実施時（2009年2月）の円高・ドル安傾向（1ﾄﾞﾙ 92.5円、出

所；NIKKEI NET）が海外旅行へのニーズを高めているのではないかとも考えられます。 
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36.8

14.8

9.9

14.7

10.4

5.8

6.8

8.1

5.5

8.1

8.1

14.1

11.3

37.8

38.0

44.8

18.3

7.1

13.5

22.4

25.8

12.9

23.8

25.1

28.3

43.3

28.0

20.8

16.0

29.0

46.3

29.1

29.2

41.3

39.0

31.9

25.9

35.8

26.5

29.5

28.9

18.8

21.0

29.1

18.9

19.6

20.2

28.5

23.5

20.4

24.4

36.8

41.9

31.6

31.6

9.5

19.2

22.3

6.4

6.8

8.8

30.2

44.0

51.3

26.5

8.5

13.7

26.2

10.5

10.5

12.9

5.4

2.5

4.0

2.2

0.5

1.5

0.9

3.8

1.4

2.4

1.5

1.5

1.1

1.6

2.5

3.1

3.6

3.3

16.4

2.7

5.0

15.5

42.9

12.5

15.0

15.2

35.8

24.2

13.6

30.7

34.6

27.0

23.5

20.3

26.2

26.2

22.5

32.3

31.6

30.5

31.8

27.4

28.2

3.8

30.3

27.6

30.1

30.1

31.2

32.7

32.7

15.7

32.0

33.5

10.5

13.4

8.3

4.8

3.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ファッションのトレンドには
遅れたくない

同じようなものなら､少しでも
安い方の店で買う

髪の毛から爪の先まで
常に自分を磨き上げたい

ファッションはどんなシーン
にも合う上質な物を選ぶ

ファッションの買い物時は
情報収集をよくする

宝飾はファッションだけ
でなく資産としても欠かせない

不景気でもファッションの
ためにはお金は惜しまない

どんな品物でも買う店の
格を重視するほうだ

食生活は素材選びに
こだわり､自分で作ることが基本

普段の食料品を買う時は
広告等を大いに参考にしている

不景気でも食材、外食など
のためにはお金は惜しまない

外食の場は､空間や
デザインで選んでいる

家族(自分含め)の健康は
自分が守るものと考えている

食べ物は旬の味や
本物の味にこだわりたいほうだ

ﾊﾞﾗﾝｽを考えながら安い
食材を使う事を心がけている

住関連ｱｲﾃﾑは機能が
よければﾃﾞｻﾞｲﾝは気にしない

不景気でもｲﾝﾃﾘｱ等の
住関連にかかるお金は惜しまない

美術品は欠かせない
楽しみであると思う

余暇は､上流社会で話題
の場所に出掛ける

旅先でもお洒落は手を抜かず
自分を魅力的に演出する

1つの事に長く取組むより
色々な事にﾁｬﾚﾝｼﾞしたい

自分を高めるために長く
続けている趣味がある

不景気でも遊びにかける
お金は惜しまない

安物をたくさん持つより、
高くても良い物を１つ持つ方だ

お気に入りのファッション
なら人の目は気にならない

欲しいものがあれば､遠く
まで出掛けてでも買う

当てはまる やや当てはまる どちらともいえない

あまり当てはまらない 当てはまらない

N=58293

 

２．ライフスタイルに対する意識 

次に回答者のライフスタイル

に対する意識を26項目にわたっ

て調査したところ、26項目のライ

フスタイルについての考え方に対

して肯定的（「当てはまる」と「や

や当てはまる」と回答）な人が多

かったのは、『同じようなものなら､

少しでも安い方の店で買う』が

79.6％、『バランスを考えながら安

い食材を使う事を心がけている』

が59.5％などで、価格に非常に敏

感な層が多くなっています。 

逆に、否定的（「あまり当ては

まらない」と「当てはまらない」

と回答）な人が多かったのは、『余

暇は､上流社会で話題の場所に出

掛ける』で80.8％、『不景気でも

ファッションのためにはお金は惜

しまない』が73.0％、『美術品は

欠かせない楽しみであると思う』

が70.6％、上流・高級志向や消費

支出に貪欲な層が少ない傾向とな

っています。 

ただし、『家族(自分含め)の健

康は自分が守るものと考えてい

る』や『食べ物は旬の味や本物の

味にこだわりたいほうだ』といっ

た項目に対して肯定的な人も多く、

価格に敏感に反応しつつも食や健

康にも気を使うといった堅実的な

面を持ち合わせている方も多数を

占めています。 

なお、ファッション関連の項目

については否定的な意見の人が多

いなかで、トレンド、向上心、上

質、情報収集に積極的な人が20％

程度存在しています。 
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59.1

43.1

34.7

30.7

30.3

27.2

26.5

25.0

22.9

22.3

21.1

20.3

20.0

19.9

19.8

19.5

19.5

19.3

18.4

17.9

17.4

17.0

16.3

16.3

16.2

16.0

14.4

13.9

13.4

13.2

12.8

12.6

11.4

11.4

10.9

10.5

10.5

10.4

10.2

10.2

9.9

9.2

8.9

8.4

6.8

6.2

5.4

5.2

4.2

2.4

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

パソコン・インターネット

旅行

映画鑑賞

洋服

料理

音楽鑑賞（コンサート含む）

外食（食べ歩き）

靴、鞄

お菓子・パン

カメラ・写真

ワイン、焼酎、日本酒など

家電（冷蔵庫などの生活用家電）

サプリメント

食材

スポーツ観戦

健康食品

ゲーム

AV・オーディオ

クルマ

スポーツ

化粧品

アクセサリー

リビング雑貨

ペット

ガーデニング

インテリア・照明・家具

調理道具

美容・エステ

メイク

食材等のお取り寄せ

アウトドア

ＤＩＹ（日曜大工等）

楽器演奏

手芸

ヘアメイク

ブランド

美術・芸術

食器・テーブルウェア

フィットネスジム（ヨガ・エアロビクス含む）

カー用品

観劇

ジュエリー

キッチン

食育

ボランティア

ネイル

美術品

服飾デザイン

ホームパーティ

その他

[%]

全体
(N=58293)

 
３．現在の趣味・興味があること 

現在の趣味や興味があること

のトップは、本調査がインターネ

ット調査であり、そのモニター登

録を行っている人を対象としてい

ることもありますが、「パソコン・

インターネット」で59.1％と圧倒

的に多くなっています。ついで「旅

行」が43.1％、「映画鑑賞」が

34.7％、「洋服」が30.7％、「料理」

が30.3％と、これらが現在の趣

味・興味の上位５位となっていま

す。 

第２位の「旅行」については、

前述の国内旅行の経験・予定で経

験・予定率が非常に高かったこと

も影響していると考えられ、イン

ターネット調査モニターの回答結

果であることから「パソコン・イ

ンターネット」への興味が当たり

前であるとするなら、「旅行」が現

在の趣味・興味の第１位というこ

とになります。 

以降は「パソコン・インターネ

ット」への回答率を考慮せずに調

査結果をみていきます。 
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24.3

11.5

9.7

7.9

7.2

7.0

6.9

6.5

6.0

5.5

5.4

5.3

5.2

4.7

4.7

4.4

4.2

4.2

4.1

4.1

4.0

4.0

4.0

3.9

3.8

3.8

3.8

3.5

3.4

3.3

3.2

3.2

3.0

3.0

2.9

2.8

2.6

2.6

2.4

2.3

2.2

2.2

1.9

1.8

1.6

1.2

1.1

1.0

0.7

9.2

0.0 10.0 20.0 30.0

パソコン・インターネット

旅行

料理

映画鑑賞

カメラ・写真

健康食品

洋服

サプリメント

外食（食べ歩き）

音楽鑑賞（コンサート含む）

ガーデニング

スポーツ

ゲーム

食材

ワイン、焼酎、日本酒など

スポーツ観戦

靴、鞄

美容・エステ

化粧品

クルマ

食材等のお取り寄せ

お菓子・パン

ペット

フィットネスジム（ヨガ・エアロビクス含む）

メイク

ＤＩＹ（日曜大工等）

手芸

家電（冷蔵庫などの生活用家電）

インテリア・照明・家具

アウトドア

アクセサリー

AV・オーディオ

調理道具

食育

楽器演奏

リビング雑貨

ブランド

ボランティア

ヘアメイク

観劇

美術・芸術

カー用品

ジュエリー

ネイル

食器・テーブルウェア

キッチン

美術品

ホームパーティ

服飾デザイン

その他

[%]

全体
(N=58293)

 
４．以前に比べて興味が強くなったり、新たに始めたこと 

以前に比べて興味が強くなっ

たり、新たに始めたことのトップ

は、現在の趣味・興味があること

でトップだった「旅行」で11.5％、

次に「料理」（9.7％）、「映画鑑賞」

（7.9％）、第４位には現在の趣

味・興味があることの10位にあげ

られた「カメラ・写真」（7.2％）

が浮上しています。 

興味が強くなったり新たに始

めたことの上位10位のなかで、現

在の趣味・興味があることの回答

順位よりもランクアップしたもの

は、「カメラ・写真」に加え、「料

理」や「健康食品」や「サプリメ

ント」、「ガーデニング」などがあ

げられます。 

前述のライフスタイルに対す

る意識において、『バランスを考え

ながら安い食材を使う事を心がけ

ている』や『家族(自分含め)の健

康は自分が守るものと考えてい

る』、『食べ物は旬の味や本物の味

にこだわりたいほうだ』といった

項目に対して肯定的な人も多かっ

たことも影響してか、食・健康へ

の興味は強まっていると考えられ

ます。 
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3.0
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2.7

2.7

2.7

2.6

2.5

2.4

2.0

2.0

2.0

2.0

1.9

1.8

1.6

1.6

1.4

1.4

1.0

0.6

0.5

0.4

9.3

0.0 10.0 20.0 30.0

洋服

外食（食べ歩き）

ブランド

ゲーム

アクセサリー

クルマ

映画鑑賞

スポーツ

スポーツ観戦

ジュエリー

アウトドア

靴、鞄

AV・オーディオ

カー用品

旅行

音楽鑑賞（コンサート含む）

ワイン、焼酎、日本酒など

サプリメント

カメラ・写真

化粧品

ガーデニング

フィットネスジム（ヨガ・エアロビクス含む）

美容・エステ

楽器演奏

メイク

健康食品

ネイル

手芸

ＤＩＹ（日曜大工等）

ヘアメイク

お菓子・パン

インテリア・照明・家具

パソコン・インターネット

食材等のお取り寄せ

観劇

料理

リビング雑貨

家電（冷蔵庫などの生活用家電）

美術品

美術・芸術

ペット

服飾デザイン

ホームパーティ

食器・テーブルウェア

ボランティア

調理道具

食材

食育

キッチン

その他

[%]

全体
(N=58293)

 
５．以前に比べて興味が薄れたり、やめたこと 

では、以前に比べて興味が薄れ

たり、やめたことでは、「洋服」が

14.4％でトップ、次に「外食（食

べ歩き）」が11.2％、「ブランド」

（10.0％）、「ゲーム」（9.5％）、「ア

クセサリー」（9.0％）、「クルマ」

（7.3％）と続いています。 

また、第10位には現在の趣味・

興味や興味が強くなったり新たに

始めたことでは下位だった「ジュ

エリー」（6.0％）があげられてい

ます。 

調査実施時期が世界同時不況

の進行している時期ということも

あり、これらの高級品・嗜好品・

贅沢品に対する興味が薄れたとい

うよりも、買い控えの意識が表れ

ているのではないかと考えられま

す。 
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4.9
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4.5
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2.9

2.8

2.4
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2

1.9

1.9

1.9
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1.1

1

1

0.9

0.8
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0.7

0.7

9.3

0 10 20 30

旅行

フィットネスジム（ヨガ・エアロビクス含む）

カメラ・写真

料理

ボランティア

スポーツ

ＤＩＹ（日曜大工等）

ガーデニング

楽器演奏

パソコン・インターネット

アウトドア

音楽鑑賞（コンサート含む）

映画鑑賞

外食（食べ歩き）

食材等のお取り寄せ

観劇

手芸

美容・エステ

健康食品

美術・芸術

スポーツ観戦

お菓子・パン

インテリア・照明・家具

ホームパーティ

食育

クルマ

リビング雑貨

ペット

サプリメント

ゲーム

家電（冷蔵庫などの生活用家電）

メイク

ワイン、焼酎、日本酒など

AV・オーディオ

洋服

ヘアメイク

調理道具

ネイル

食材

美術品

靴、鞄

アクセサリー

化粧品

食器・テーブルウェア

キッチン

ブランド

カー用品

ジュエリー

服飾デザイン

その他

[%]

全体
(N=58293)

 
６．今後、始めてみたいと思うこと 

今後始めてみたいことのトッ

プは、現在の趣味や興味が強くな

ったことでトップだった「旅行」

と、現在の趣味では下位だった「フ

ィットネスジム（ヨガ・エアロビ

クスを含む）」がそれぞれ12.9％

となりました。 

3位以下は「カメラ・写真」が

7.7％、「料理」が7.5％、「ボラン

ティア」が7.2％、「スポーツ」が

6.9％と続いています。 

「旅行」については、現在の趣

味、興味が強くなったこと、今後

始めてみたいことのトップ（パソ

コン・インターネットを除く）で

あり、国内外を含め、旅行市場は

拡大していく可能性を秘めている

と考えられます。その要因として

は高速道路1000円乗り放題や円

高・ドル安傾向などが考えられま

すが、今後、高速道路料金の無料

化が実現されると、国内旅行市場

の拡大に大きく影響するのではな

いかと考えられます。 
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